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▲受付後、仕分けを行った救援物資

被
災
地
へ
届
け
！

　
　
　
　

大
淀
町
の
支
援

被
災
地
の
様
子（
気
仙
沼
市
）

３
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
（
平
成
�3
年
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
）
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
震
災
発
生
後
、
町
民
の

み
な
さ
ん
、
ま
た
各
種
団
体
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
の
震
災
で
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
す
。

【
緊
急
消
防
援
助
隊
派
遣
】

○
派
遣
期
間

　

３
月
12
日
か
ら
16
日
、３
月
14
日
か
ら
19
日
、

３
月
17
日
か
ら
21
日

○
派
遣
職
員

　

奈
良
県
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
中
吉
野
広

域
消
防
組
合
隊
員
３
隊
９
名

○
内　

容

　

被
災
者
の
救
急
搬
送
活
動

○
活
動
地
域

　

宮
城
県（
亘
理
地
区
）

【
物
資
の
支
援
】

◆
本
町
備
蓄
物
資
の
被
災
地
へ
の
支
援

○
実
施
日

　

３
月
16
日

○
品　

目

　

簡
易
ト
イ
レ（
７
０
０
０
袋
）、毛
布（
２
２
０

枚
）、
ク
イ
ッ
ク
マ
ッ
ト（
50
枚
）、
大
人
用

紙
お
む
つ（
１
１
３
０
枚
、
社
会
福
祉
協
議

会
提
供
）

○
支
援
先

　

奈
良
県
を
通
じ
被
災
県（
宮
城
県
、
岩
手
県
、

福
島
県
）へ　

◆
救
援
物
資
の
受
付

○
実
施
期
間

　

３
月
26
日
か
ら
４
月
３
日

○
受
付
者
数

　

２
８
１
名
お
よ
び
10
区

○
受
付
品
数

　

３
万
４
６
５
２
点

　
［
内
訳
］

　

◦
毛
布
類　
　
　
　
　
　
　

６
５
０
点

　

◦
タ
オ
ル
類　
　
　
　
　

５
５
４
３
点

　

◦
紙
お
む
つ　
　
　
　
　

９
１
０
７
点

　

◦
下
着　
　
　
　
　
　
　

１
９
７
３
点

　

◦
靴
下　
　
　
　
　
　
　

３
８
３
６
点

　

◦
紙
食
器
類　
　
　
　
　

６
２
２
０
点

◦
ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
シ
ュ　

１
２
０
５
点

◦
マ
ス
ク　
　
　
　
　
　

５
３
８
０
点

◦
歯
ブ
ラ
シ　
　
　
　
　
　

５
６
０
点

◦
生
理
用
品　
　
　
　
　
　

１
７
８
点

救
命
活
動

～
地
震
発
生
直
後
の
人
命
救
助
の
た
め
の

　

緊
急
的
取
り
組
み
～

被
災
者
支
援

～
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
そ
っ
た

　

中
長
期
的
、
継
続
的
取
り
組
み
～
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▲本町救援物資の搬入の様子（石巻市）

▲義援金の目録を手渡す岡下町長

◆
救
援
物
資
の
搬
送

　

受
付
し
た
救
援
物
資
は
、
宮
城
県
石
巻
市
の

要
請
を
受
け
、４
ト
ン
車
１
台
分（
車
両
提
供
：

㈱
大
紀
）を
、
職
員
が
直
接
被
災
地
に
届
け
ま

し
た
。

○
実
施
期
間

　

４
月
19
日
か
ら
21
日

○
搬
送
物
資

　

タ
オ
ル
類
、
紙
食
器
類
、
下
着
類
、
靴
下
類
、

ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
シ
ュ
類

※�　

今
回
搬
送
で
き
な
か
っ
た
救
援
物
資
は
、

奈
良
県
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
支
援
連
絡

会
議
に「
救
援
物
資
リ
ス
ト
」を
提
出
し
、
被

災
地
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
搬
送
で

き
る
よ
う
町
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
災
地
に
お
い
て
物
資
が
充
足
さ
れ

た
場
合
は
町
の
備
蓄
品
と
し
て
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
義
援
金
】

　

み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
総
額

２
２
２
６
万
５
０
０
０
円
の
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。（
４
月
28
日
現
在
）

◆
街
頭
募
金

○
募
金
額

　

２
１
５
万
２
２
５
９
円

○
実
施
期
間

　

３
月
19
日
か
ら
20
日

○
活
動
者

　

町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
議
会
、
大
淀
中
学
校
生
徒
有
志
、
町
役

場
職
員
有
志
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
有

志（
延
べ
２
２
４
名
）

○
場
所

　

吉
野
路
大
淀
ｉ
セ
ン
タ
ー
、
オ
ー
ク
ワ
、
ラ

イ
フ
、
吉
野
ス
ト
ア
ー
、
近
鉄
下
市
口
駅
、

コ
メ
リ
、
コ
ー
ナ
ン（
町
内
７
カ
所
）

◆
募
金
袋
の
配
布

○
募
金
額

　

３
７
１
万
４
４
４
９
円

○
実
施
期
間

　

３
月
23
日
か
ら
４
月
18
日

○
協
力
団
体

　

大
淀
町
区
長
会（
町
内
51
区
）

◆
義
援
金
箱

○
募
金
額

　

82
万
９
３
９
０
円

○
実
施
期
間

３
月
19
日
か
ら
継
続
中

○
設
置
場
所

　

町
役
場
、
町
立
大
淀
病
院
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
、
町
文
化
会
館
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
活

動
セ
ン
タ
ー
、
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

◆
団
体
、
個
人
等
に
よ
る
募
金

○
募
金
額

　

１
５
５
６
万
８
９
０
２
円

○
内　

容

　

企
業
、
各
種
団
体
、
個
人
等
に
よ
る
募
金

　

こ
れ
ら
の
義
援
金（
募
金
）は
、
４
月
28
日
、

岡
下
町
長
が
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
へ
届

け
ま
し
た
。

　

町
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
引
き

続
き
義
援
金
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
人
的
支
援
】

◆�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
ス
タ
ッ

フ
の
派
遣

○
派
遣
期
間

　

４
月
７
日
か
ら
14
日
、４
月
15
日
か
ら
22
日
、

４
月
23
日
か
ら
30
日

○
派
遣
職
員

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員　

３
名（
各
期
間

１
名
）

○
活
動
地
域

　

宮
城
県
気
仙
沼
市

◆
医
療
・
救
護
派
遣

○
派
遣
期
間

　

４
月
29
日
か
ら
５
月
２
日

○
派
遣
職
員

　

町
立
大
淀
病
院　

５
名（
医
師
２
名
、
看
護

師
２
名
、
薬
剤
師
１
名
）

○
活
動
地
域

　

宮
城
県
気
仙
沼
市

◆
応
援
給
水
活
動
派
遣

○
派
遣
期
間

　

５
月
20
日
か
ら
26
日
、
５
月
24
日
か
ら
30
日

○
派
遣
職
員

　

水
道
部
職
員　

２
名（
各
期
間
１
名
）

○
活
動
地
域

　

岩
手
県
陸
前
高
田
市

【
今
後
の
支
援
】

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
は
、
東
日
本
の
被
災

地
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
被
災
地

復
興
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
町
お
よ

び
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
引
き
続
き
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。
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第
１
回
臨
時
会
が
５
月
２
日（
月
）に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
は
、
議
員
改
選
後
の
初
議
会
で

議
会
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
議
長
に
藤
山
量

雄
議
員
、
副
議
長
に
は
池
田
加
代
子
議
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

委
員
の
選
任
と
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
議
会
議

員
、
南
和
広
域
衛
生
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、町
長
か
ら
専
決
処
分
の
承
認
２
件
、

条
例
改
正
案
１
件
、
人
事
案
件
が
１
件
、
議
員

か
ら
は
新
病
院
建
設
特
別
委
員
会
の
設
置
が
提

出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
各
議
案
に
つ
い
て
審
議
の

上
、
議
決
し
た
後
閉
会
し
ま
し
た
。

　

議
会
の
構
成
お
よ
び
議
決
の
結
果
は
、
次
の

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
の
臨
時
議
会
に
於
き
ま
し
て
、
不
肖

私
が
議
員
の
皆
様
方
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
大
淀

町
議
会
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
成
り
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
な
私

で
あ
り
ま
す
が
、
議
員
同
士
を
は
じ
め
理
事
者

の
皆
様
、
住
民
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
て
、
重
責
を
全
う
し
た
い
と
決
意
す
る

所
存
で
御
座
い
ま
す
。

　

時
代
は
私
達
が
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
本
格
化
す
る
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
教

育
の
問
題
、
福
祉
の
問
題
、
生
活
環
境
の
問
題

な
ど
取
組
む
べ
き
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
諸
課
題
を
議
会
と
理
事
者
が
車

の
両
輪
の
ご
と
く
連
携
を
密
に
し
て
、
大
淀
町

発
展
の
た
め
、
創
意
工
夫
を
し
、
よ
り
良
い
町

づ
く
り
に
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
住
民
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議
長
就

任
の
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
23
年
大
淀
町
議
会
第
１
回
臨

時
会
に
お
き
ま
し
て
、
副
議
長
の
要
職
を
お
受

け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。就
任
に
あ
た
り
、

身
に
余
る
光
栄
と
と
も
に
、
責
務
の
重
大
さ
を

痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
、
安
心
し
て
住
ん
で
い
た
だ

け
る
町
づ
く
り
の
た
め
、
町
政
の
さ
ら
な
る
発

展
に
向
け
て
、
議
長
を
補
佐
し
、
町
民
の
皆
様

の
代
表
と
し
て
、
住
民
目
線
に
立
っ
て
、
行
政

施
策
を
審
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
町
政
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
町
監
査
委
員
に

議
会
の
同
意
を
得
て
、
長
谷
川
力
雄
議
員
が
平

成
23
年
５
月
２
日
付
け
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

町
監
査
委
員
の
選
任

　
　
　
（
町
長
提
出
）

町
議
会
副
議
長池

田
加
代
子

町
議
会
議
長

藤
山　

量
雄

町
監
査
委
員

長
谷
川
力
雄
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消
防
委
員
の
推
薦

議　
　

員　

北　

マ
ユ
美 

　
　
　
　
　

藤
山　

量
雄 

　
　
　
　
　

谷　
　

完
二 

議　
　

員　

山
本　
　

勲 
　
　
　
　
　

長
谷
川
力
雄 

　
　
　
　
　

植
田　

順
作 

　
　
　
　
　

池
田
加
代
子 

　
　
　
　
　

鍵
本　

源
則

議
会
運
営
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

総
務
建
設
産
業
委
員
会

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
議
会
議
員

南
和
広
域
衛
生
組
合
議
会
議
員

議
会
構
成
（
敬
称
略
）

委
員
長　

山
本　
　

勲 

副
委
員
長　

長
谷
川
力
雄 

委　
　

員　

青
木　

弘
行 

　
　
　
　
　

田
仲　

康
剛 

　
　
　
　
　

藤
山　

量
雄

　
　
　
　
　

岡
向　

正
道

委
員
長　

谷　
　

完
二 

副
委
員
長　

北　

マ
ユ
美 

委　
　

員　

植
田　

順
作 

　
　
　
　
　

池
田
加
代
子 

　
　
　
　
　

裏
野　

陽
一 

　
　
　
　
　

鍵
本　

源
則

委
員
長　

裏
野　

陽
一 

副
委
員
長　

植
田　

順
作 

委　
　

員　

青
木　

弘
行 

　
　
　
　
　

山
本　
　

勲 

　
　
　
　
　

田
仲　

康
剛 

　
　
　
　
　

谷　
　

完
二  

　

町
長
が
議
会
に
提
出
し
た
専
決
処
分
や

条
例
改
正
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重

に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
承
認
ま
た
は
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■�

大
淀
町
国
民
健
康
保
険
税
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▲寄贈された交通安全指導用車両

▲ナイト・NIGHT作戦

▲道の駅での街頭啓発▲大淀中学校女子テニス部のみなさん

▲寄贈された車イス

交通安全指導用車両の寄贈
ＪＡ共済社会貢献事業

　全国共済農業協同組合連合会奈良県本部より交通安全
指導用車両が本町に寄贈されました。
　これは、ＪＡ共済「地域の安全・安心プロジェクト」の
一環として行われたもので、県内では奈良県および県下
各市町村に交通安全指導用車両、また県下全消防本部等
に対し高規格救急自動車が寄贈されました。
　町では、この車両を活用し交通安全活動に取り組んで
いきます。

期間中「安全運転」を呼びかけ
春の交通安全運動

　５月11日（水）から20日（金）までの10日間「春の交通
安全県民運動」が実施され、町内でも交通安全関係団体
による様々な啓発活動が行われました。
　18日（木）には道の駅吉野路大淀 i センターで町交通対
策協議会による街頭広報活動が、また、19日（金）には
町交通安全協会による「ナイト・NIGHT作戦（夜間啓発活
動）」行われました。どの活動も主催したみなさんが交通
安全の標語が入った割り箸やティッシュなどの啓発物品
を配り、安全運転と交通マナーの向上を呼びかけました。

奈良県大会優勝
大淀中学校女子テニス部

　大淀中学校女子テニス部が、４月10日（日）に開催さ
れた平成23年度奈良県中学生テニス選手権大会の女子
団体戦において優勝され、４月18日（月）、町への優勝
報告を行いました。この報告会では、テニス部のみなさ
んと岡下町長がテニスの面白さについて楽しそうに語り
あっていました。
　大淀中学校女子テニス部は、８月15日から21日に神
戸総合運動公園で開催される全国中学校テニス選手権大
会に出場されます。

女子テニス部キャプテン
谷口　真歩さんからのコメント

優勝できて、すごくうれしいです。これからも全国大会
に向けて精一杯練習していきたいです。

▲遊びを交えながら
　楽しくバレーボール
　を体験

町善意銀行に車イス
町民のみなさんへの感謝と恩返し

　４月26日（火）、吉村英雄さんが町善意銀行に車イス
２台を寄贈され、岡下町長から感謝状が贈られました。
　平成９年に町役場を退職された吉村さんは、自分の生
活を支えてくれた町民のみなさんへの感謝と恩返しの気
持ちとして、毎年、車イスを寄贈されており、今回での
べ17台になりました。
　今回寄贈された２台の車イスは、町立桜ヶ丘総合セン
ターで利用されています。　　　

吉村さんからの
コメント

　一人でも多くの人
に、車イスを利用して
もらって喜んでいただ
きたいです。また、車
イスを使ってなるべく
外に出て、自然とふれ
あったりしてがんばっ
てほしいです。
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楽しく親睦・交流
町体育協会主催春季大会

　４月16日（土）、17日（日）、29日（金）の３日間にわたり、町内のスポーツ施設等で町体育協会主催の春季大会が開催
されました。参加されたみなさんは、大会をとおしてお互いの親睦と交流を深められました。
　主な結果をご紹介します。（敬称略）

◆ボウリング競技
　団体の部
　　優　勝　中部体育協会Ｂチーム
　　準優勝　北町体育協会Ｂチーム
　　３　位　東部体育協会Ａチーム
　個人の部
　　優　勝　上山　芳子
　　準優勝　岩上巳希子
　　３　位　山根　高則
　　４　位　田中　久良
　　５　位　南　　準一
◆ソフトボール競技
　　優　勝　雄仁
　　準優勝　夢
　　３　位　花吉野ソフトボールクラブ
　　　　　　南和広域美化センター
◆一般バレーボール競技
　女性の部
　　優　勝　北野クラブ

◆卓球競技
　Ａリーグ（女性の部）
　　優　勝　山本やよい
　　準優勝　土井　歌子
　Ａリーグ（男性の部）
　　優　勝　島田　秀信
　　準優勝　峠　貴資男
　　３　位　平　　道也
　Ｂリーグ（女性の部）
　　優　勝　杉本佐恵子
　　準優勝　金坂　敏子
　Ｂリーグ（男性の部）
　　優　勝　花谷　平和
　中学生（女性の部）
　　優　勝　的場恵玲奈
　中学生（男性の部）
　　優　勝　谷車　　亘
　　準優勝　上田　卓也
　　３　位　辻本　雅一

◆ソフトテニス競技
　女性の部
　　優　勝　大前　友美・古賀野洋美　組
　　準優勝　河田　敦子・木村　理恵　組
　　３　位　畑口　　好・平野　聖子　組
　男性の部
　　優　勝　新谷　陽一・樋口　博一　組
　　準優勝　河田　年夫・坪井　孝次　組

▲卓球競技の試合風景

高齢者の健康づくりを推進
高齢者運動会

　５月19日（木）、町平畑運動公園サッカー場で、町と
町老人クラブ連合会による高齢者運動会が開催されまし
た。
　この運動会は、高齢者の健
康づくりと交流を目的に毎年
開催されています。今回は、
町内の約530人が参加し、綱
引きや借り物競争、玉ころが
しなど、11種目の競技が行
われました。
　当日は、よく晴れた風の気
持ちいい一日で、参加されたみなさんは、各種目を元気
いっぱい楽しむことができました。

大淀町スポーツ少年団主催
バレーボール体験教室

　町スポーツ少年団主催のバレーボール体験教室が、５
月22日（日）に町立平畑体育館で開催されました。
　この教室は、バレーボールを通じて体力づくりやなか
まづくりを図ることと、スポーツ少年団の発展を目的と
して、町内各小学校の児童を対象に実施されたものです。
　教室は、男女あわせて15人の児童と各支団のバレー
ボールチームに所属する団員たち約40人が参加し、遊
びを交えながら楽しくバレーボールを体験しました。当
日は、指導者として県
立大淀高等学校女子バ
レーボール部のみなさ
んに協力していただき
参加した子どもたちと
交流を深めました。

▲遊びを交えながら
　楽しくバレーボール
　を体験

▲お題は何かな？
　（借り物競争）

▼みんなで力を合わせて！
　（綱引き）

▲

選
手
宣
誓

　
（
薬
水
憩
の
会　

　
　
　

長
田　

奨　

会
長
）



�

税務課からのお知らせ
 今年10月から町県民税の公的年金からの
引き落とし（特別徴収制度）が始まります

　公的年金等の所得に係る町県民税を公的年金から引き落としする（特別徴収）制度の実施に伴い、町県民
税納税通知書の様式を変更しました。平成23年４月１日現在65歳以上の人で公的年金等に係る町県民税が
課税され、10月からの公的年金の支給時に町県民税を引き落としされる人は、下記の図の★印欄に徴収す
る税額を記載していますのでご確認ください。
　なお、下記の図の記載例は、昨年の収入が「年金所得のみの場合」です。

納税通知書の記載例（見本）

〒�3�－��01
吉野郡大淀町大字桧垣本�090番地

大　淀　　太　郎　　様

平成�3年度　町民税・県民税　税額通知書

あなたの町民税・県民税について次のとおり通知します。

　　平成23年６月○○日
　　　　　　　　　　　　　　　　奈 良 県 大 淀 町 長 印

年 　 税 　 額 24,000 円
給与から特別徴収される税額 0 円
公的年金から特別徴収される税額 12,000 円
差 引 普 通 徴 収 税 額 12,000 円
所得割より控除できなかった配
当割・株式譲渡所得割控除額① 円

還 付 さ れ る 税 額 円

期別 納付税額 ①に係る充当額 充当後納付額 納付期限
第１期 6,000円 0円 6,000円 平成23年６月30日
第２期 6,000円 0円 6,000円 平成23年９月30日
第３期 平成23年12月26日

支払者の名称 　厚生労働大臣
公的年金の種類 　老齢基礎年金

徴収月 平成�3年４月 平成�3年６月 平成�3年８月 平成�3年10月 平成�3年1�月 平成��年２月
特別徴収税額 0円 0円 0円 4,000円 4,000円 4,000円

　あなたが、本年度において公的年金からの特別徴収の対象者であり、かつ、来年度も引き続き公的年金
の支払いを受ける場合は、公的年金の支払者が次の額を特別徴収によって徴収することになりますので、
地方税法第321条の７の８の規定によって通知します。

徴収月 平成��年４月 平成��年６月 平成��年８月
来年度仮徴収税額 4,000円 4,000円 4,000円

来年度の特別徴収の予定額です。
（２月の徴収税額と同額となります。）

★

年税額の残りの半分を年金支
給時に３回に分けて特別徴収
します。
（あ）÷２＝（い）
（い）÷３＝�10月・12月・２月の

特別徴収税額
［公的年金からの特別徴収］
　公的年金からの特別徴収の方法によって徴収する次の額については、
公的年金の支払いの際に、公的年金からその支払者が徴収します。
　なお、あなたが昨年度から引き続き公的年金からの特別徴収の対象者である場合は、昨年度の通知書に
おいて通知した額を、特別徴収の方法によって徴収します。

（あ）

（い）
（う）

～昨年の収入が公的年金収入のみで、その年金所得に係る町県民税額を仮に��,000円とした場合～

［普通徴収］
　普通徴収分については、各納付期限によって納めてください。
※�　口座振替の方は、納付期限の日に指定口座から引き落としいたします。
　全期前納の方は、平成23年６月30日に指定口座から引き落としいたします。

年税額の半分を普通徴収（納付書又は口座振
替）により納付していただきます。
　（あ）÷２＝（う）
　第１期→（う）÷２　　第２期→（う）÷２
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■問い合わせ先　町役場　税務課

東日本大震災により被害を受けられた方へ
～税金関係のお知らせ～

　大震災により被害を受けられた方は、所得税の軽減・免除が受けられ、税務署で手続きを行うことで所得
税が還付となる場合があります。そのほか、源泉所得税の徴収猶予や還付、廃車となった自動車の自動車
重量税の還付などの特例があります。詳しくは、最寄りの税務署に問い合わせていただくか、国税庁ホー
ムページ（http://www.nta.go.jp/）をご覧ください。
　また、地方税についても、住民税、固定資産税、自動車税等の特例があります。詳しくは、奈良県庁ま
たは町役場税務課に問い合わせてください。

あなたの「ふるさと寄附金」が被災地支援に
　被災地の自治体への寄附金、自治体を通じての被災者への義援金は「ふるさと寄附金」として、住民税・
所得税の控除を受けることができます。また、日本赤十字社や中央共同募金会等への義援金も「ふるさと寄
附金」として控除を受けることができます。詳しくは、総務省東日本大震災関連情報ホームページ（http://
www.soumu.go.jp/）をご覧ください。

　６月30日の納期限までに納めていただきますようお願いします。
　また、納税には便利な口座振替制度を利用してください。口座振替依頼書は、町内の金融機関や郵便局
にも備え付けています。

６月は町県民税全期・第１期の納期です

公的年金からの特別徴収制度に対するＱ＆Ａ

Ｑ：公的年金等に係る所得以外の所得（営業所得や給与所得等）があるのですが、
その分の税金も公的年金から特別徴収されるのですか？

Ａ：公的年金等に係る所得以外の所得がある場合は、その分の税金は給与からの
引き落としや納付書又は口座振替により納付していただくことになります。

Ｑ：公的年金から町県民税を特別徴収するのはどうしてですか？
Ａ：納税のために金融機関や町役場に出向く必要がなくなるなど
公的年金受給者の納税の便宜等を図るために実施されます。

Ｑ：この制度で納税額が変わるのですか？
Ａ：この制度は納税方法の変更であり、新たな税負担が生じるものではありません。

Ｑ：今までどおりに納付書や口座振替で納めることはできますか？
Ａ：公的年金等に係る町県民税については、特別徴収以外の方法は認められていません。

Ｑ：年税額が変更になった場合は、どうなるのですか？
Ａ：�年度途中で公的年金等に係る町県民税の額に変更があった場合は、公的年金からの特別徴収は中止
されます。残りの税額は普通徴収（金融機関等での納付など）により個人で納めていただくことにな
ります。

Ｑ：特別徴収が中止になるのは、どんな場合がありますか？
Ａ：�年度の途中で町外へ転出した場合や介護保険料の特別徴収が中止になったり、公的年金等に係る町
県民税額に変更があった場合などです。

Ｑ：年度の途中で公的年金からの特別徴収が中止になった場合、翌年度も特別徴収されないのですか？
Ａ：�翌年度に特別徴収の対象となる要件を満たしていれば、翌年度の10月の公的年金支給分から特別
徴収が再開されます。

Ｑ：２ヶ所から年金をもらっているのですが、両方から引き落としされるのですか？
Ａ：�対象となる年金が２以上ある場合は定められた順序によって、優先順位の高い年金から特別徴収す
ることになります。



10

【不法滞在・不法就労の現状】
○不法滞在者とは、
　◦偽造パスポートや密航船などで不法に入国する者
　◦在留期間を超えて滞在する者
　�であり、現在我が国に約10万人が存在していると見
られ、その多くが不法就労していると見られます。
○�不法滞在・不法就労する外国人の存在は、我が国の労
働面だけでなく、風俗や治安などいろいろな分野に
おいて様々な問題を引き起こしています。
○�最近では、悪質な不法滞在者たちがグループ化し、
暴力団等の犯罪組織と連携して犯罪を犯すケースが
増えており、我が国の治安を脅かしています。
　�また、我が国に入国・滞在するための手段として、偽
装結婚や偽装認知等の事案が発生しています。

【みなさまへのお願い】
○�働くことが認められていない外国人を雇った事業主
や不法入国を援助した人等は法律により罰せられる
場合があります。
○�外国人の雇用にあたっては、必ずパスポートや外国
人登録証明書等を見て在留資格や在留期限を確認し
てください。
○�安全・安心な街づくりのため、外国人に関する犯罪を
見聞きされた方は迷わず110番または中吉野警察署
まで通報をお願いします。　

◆目　　的
　社会が一体となって暴力団を排除し、安全で平穏な
生活を確保する
◆基本理念
　◦暴力団を利用しないこと
　◦暴力団を恐れないこと
　◦暴力団に資金を提供しないこと
　◦暴力団と交際しないこと
◆主な内容
　◦�学校等の周辺における暴力団事務所の新たな開設

や運営を禁止
　◦�青少年に対する教育等のための措置
　◦�事業者が暴力団員に利益を与えることを禁止
　◦�暴力団事務所に利用されることを知っての不動産

契約等を禁止
暴力団に関する情報提供をお願いします。

中吉野警察署　☎0���－�3－0110

奈良県暴力団排除条例が
制定されました

（平成23年7月1日施行）

不法滞在・不法就労防止に
ご協力ください！

子ども手当は
引き続き支給されます

　子ども手当は、平成23年４月から９月までの６ヶ月
間引き続き支給されることになりました。また、例年
６月に提出する「現況届」は、今回のみ不要となりました。
■支給金額　子ども１人につき　月額13,000円
■支給対象　�０歳から中学校卒業まで（15歳になった

後の３月31日まで）
■支 給 月　平成23年６月（平成23年２月～５月分）
　　　　　　平成23年10月（平成23年６月～９月分）
■問い合わせ先　
　町役場　福祉課

「母子医療費助成制度」が
「ひとり親家庭等医療費助成制度」に拡大
　「母子医療費助成制度」が「ひとり親家庭等医療費助成
制度」に改正され、平成23年８月１日から助成対象者
が拡大されます。
　母子家庭の母と18歳未満の児童およびこれに準じる
人に加え、父子家庭の父と18歳未満の児童およびこれ
に準じる人が新たに対象となります。
　町広報紙７月号に福祉医療助成制度の内容等を掲載
しますので、詳しくはそちらをご覧ください。
■問い合わせ　
　町役場　ほけん課　

　国民年金保険料の免除や学生納付特例および若年者
納付猶予を受けた期間については、老齢基礎年金の受
取額を満額に近づけるために後から保険料を納付（追
納）することができます。
　保険料を追納することができる期間は、10年以内（平
成23年4月分は平成33年４月まで）です。
　なお、保険料を追納する場合は、先に経過している
月の分から順次行うこととなっていますが、学生納付
特例期間または若年者納付猶予期間がある場合には、
これらを優先して追納し、次いで免除期間の追納を行
います。ただし、学生納付特例期間または若年者納付
猶予期間よりも前に免除期間がある場合には、学生納
付特例期間または若年者納付猶予期間を先に追納する
か、免除期間を先に追納するか、選択することができ
ます。
　また、承認を受けた年度の翌年度から起算して３年
度目以降に追納すると、当時の保険料に経過期間に応
じた加算額が上乗せされます。
　保険料の追納を希望されるときは「国民年金保険料追
納申込書」を提出していただくことで、日本年金機構か
ら納付書を発送します。
■問い合わせ先
　大和高田年金事務所　☎0745−22−3531
　町役場　ほけん課

国民年金保険料の免除等を受けた期間の
追納のオススメ
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多くの人の力が一つになったイベント
「クラシック音楽祭」

４月17日㈰、町文化会館あらかしホールで、「あらかし
ホールクラシック音楽祭」が開催されました。このイベン
トは、大淀町の文化的な魅力づくり・まちづくりのための
取り組みとして、住民のみなさんによって作り上げられた
ものです。
　当日は、大淀町出身で世界的に活躍されている音楽家も
出演するなど、会場を訪れた500人余りの人が美しい音楽
に酔いしれました。
また、子ども達にも音楽に親しんでもらおうという主

催者の意向で、小・中学校、高校、養護学校の生徒が無料
招待され、子ども達からも「初めてクラシックを聴いたが、
また聴きたい。」という声も聞かれました。

　このイベントは、昨年度開催された「まちづくり情報交換会」
で知り合った多くの人達の協力のもと行なわれ、当日もいくつ
かの団体の人達が受付や場内整理を手伝いました。
　町では、今後もこのような活動が広がっていくよう、「まちづ
くり情報交換会」をはじめ住民のみなさんと一体となったまち
づくりを進めるための取り組みを行なっていきます。
※�　「まちづくり情報交換会」とは、大淀町で地域づくりやまち
おこしに取り組むグループの交流の場であり、昨年度は３回
開催しました。

★ ★
★

みなさんに作っていただいたキャラクターは、
着ぐるみになってイベントに登場します

　町では町民のみなさんに将来にわたって愛着
がもてるキャラクターのデザインとそのデザイ
ンにふさわしい愛称を募集しています。
　本町の地勢、文化、歴史、産業、特産品など
を題材にしてキャラクターをイメージ化し、本
町を全国規模でPRできる作品にしてください。
■応募内容
　キャラクターのデザインとそのデザインにふ
さわしい愛称
※�　デザインと愛称は、セットで応募してくだ
さい。

※�　デザインと愛称は応募者の自作、未発表の
ものとし、一人１点とします。

■応募期間
　６月24日（金）まで（必着）
■応募資格
　町に在住または在勤、在学している人
■応募方法
　専用応募用紙（Ａ４縦）に必要事項を記入し、紙
または電子データで応募してください。
�専用応募用紙は、町役場企画政策課と町文化
会館に設置しています。また町ホームページか
らダウンロードできます。（http://www.town.
oyodo.nara.jp/）
■応募先・問い合わせ先
　町役場　企画政策課
　〒638−8501　大淀町桧垣本2090番地
　mail：kikakuseisaku@town.oyodo.lg.jp

★町マスコットキャラクターと
愛称を募集しています

大淀中学校英語指導助手の
マリッサ・アケミ・ルボンさん

2011年5月10日
　こんにちは、みなさん！ゴールデンウィーク中に、北海道の
ALT のスペンサーと一緒に、韓国に住んでいる共通の大学時代
からの友人であるライアンを訪れるために旅行に行きました。
みなさん覚えているでしょうか、ライアンは２月に来日した、
現在ソウルの小学校で英語を教えている友人です。
　韓国は、小さい頃からずっと訪れたいと思っていた国のひと
つでした。ハワイでは韓国料理を食べて育ちました。両親は韓
国ドラマが大好きです。そして、大学では韓国の国際現代文化
の影響を勉強しました。いつも、韓国ではどのような生活が送
られているのか見たいと思っていました。そして、実際に韓国
を訪れてみて、韓国がもっと好きになりました。食べ物は美味
しかったし、何もかもが本当に安かったです。特に、自分が思
っていたよりも韓国語が使えることに驚きました。

　旅行中には、スペンサーとライアンと私は、ハイキングに行
き、ソウルの近くにある国立公園のブカンサン山の頂上に登り
ました。ハイキングは、韓国では明らかに人気がでてきている
ようです。道ですれ違う人はみな、最新のハイキングシューズ、
ジャケット、リュックそしてステッキを完璧に備えていました。
それに比べ、私たちはあまりにも普段着のままで、特に私はラ
イフで買った500円の靴を履いていました…。とても険しく、
頂上部分には本当にロッククライミングのような大変な場所も
ありましたが、ハイキングは悪いものではありませんでした。
頂上にたどり着くと、ソウルの景色と周囲の山々がとても素晴
らしかったです。私は驚くほどの達成感を感じることができま
した。ハイキングはとても素晴らしい経験でした。

マリッサ

May 10, 2011
　Hello, everyone！ During Golden Week, I traveled with 
Hokkaido ALT, Spencer, to visit our mutual college friend 
Ryan in Korea. Ryan, if you remember, visited Japan in 
February and currently lives and teaches elementary 
school English in Seoul. 
　Since I was younger, Korea has always been one of 
the countries that I wanted to visit. I grew up eating 
Korean food in Hawaii, my parents love Korean dramas, 
and I studied Korea’s international contemporary cultural 
impact in college. I always wanted to see for myself what 
life was like there. I loved it. The food was delicious and 
everything was really cheap. I was particularly surprised to 
discover that my Korean abilities are far more extensive 
than I originally thought. 
　One of the days of our trip, Spencer, Ryan and I went 
hiking and climbed to the highest peak of Mt.Bukhansan, 
a national park near Seoul. Apparently, hiking has become 
a popular hobby in Korea. Everyone we passed on the trail 
was completely equipped with the latest hiking shoes, 
jackets, backpacks, and walking sticks. In comparison, 
we felt extremely underdressed…particularly me, in the 
500yen shoes I had bought from Life. Although we took 
a harder trail, the hike in itself wasn't too bad, just very 
steep, and there was one difficult section at the very top 
where you are literally rock climbing. Once we reached the 
peak, the view of Seoul and the surrounding mountains 
was extremely gorgeous. I felt an amazing sense of 
accomplishment. It was a great experience！

Marissa

♬ ♩♬
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◇大淀あらかしテレビの番組に関すること
　町役場総務課　☎0747−52−5501
◇�こまどりケーブルの加入・サービス内容に関すること
　こまどりケーブル　☎0120−667−740

大　字　名 氏　　名 電話番号 大　字　名 氏　　名 電話番号
中 増 　　山本　昭緒 吉野 (32)3874 岡 崎 １ 丁 目 　　上西　　優 下市 (52)8666
西 増 　　植村　俊文 吉野 (32)4114 岡 崎 ２ 丁 目 　　下西　佳行 下市 (52)8326
増 口 ◇　大谷　奉明 吉野 (32)0412 岡 崎 ３ 丁 目 　　菊田　光嘉 下市 (52)1729
出 口 　　宇都宮　智 吉野 (32)0569 西 町 １ 丁 目 　　山口　全紀 下市 (52)8340
比 曽 ○　山本　内匠 吉野 (32)2866 西 町 ２ 丁 目 　　小川　正雄 下市 (52)3451
上 比 曽 　　坂本　　彰 吉野 (32)4709 西 町 ３ 丁 目 　　西田　清継 下市 (52)1444
北 六 田 　　小西　義範 吉野 (32)2293 西 町 ４ 丁 目 △　下地　敏夫 下市 (52)1660
北 野 △　村上　弘行 吉野 (32)5267 西 町 ５ 丁 目 ◎　岡谷　義永 下市 (52)5950
新 野 　　仲西　信幸 吉野 (32)2983 西 町 ６ 丁 目 　　堀田　英逸 下市 (52)1790
馬 佐 △　吉田　英髙 吉野 (32)5207 香 梨 台 　　宇原�新之助 下市 (52)3587
口 越 部 　　奥田　輝樹 下市 (52)2531 車 坂 町 ○　岡村　史良 下市 (52)3702
中 越 部 　　谷口　恒雄 下市 (52)2371 高 見 台 　　福田　米蔵 下市 (52)1859
奥 越 部 　　吉田　修司 下市 (52)3222 つ つ じ ケ 丘 　　松田　重信 下市 (53)2687
土 田 　　平田　泰通 下市 (52)3305 北 町 １ 丁 目 　　岸本　正一 下市 (52)1702
南 大 和 　　阪上　昌進 下市 (52)8673 北 町 ２ 丁 目 　　未　　　定
口 桧 垣 本 （代行）森本　喜彦 下市 (52)2557 北 町 ３ 丁 目 　　長谷川　昇 下市 (52)7990
上 桧 垣 本 　　桝本　光弘 下市 (52)0071 北 町 学 園 前 　　開發　國男 下市 (52)5017
吉 野 平 　　西浦　正明 下市 (52)3854 岩 壺 　　植田　善彦 下市 (52)2367
金 吾 町 △　古西　克存 下市 (53)0809 鉾 立 ○　前田　勝久 御所 (67)1835
畑 屋 ◇　中尾　一郎 下市 (52)4513 大 岩 　　小西　正久 090−1144−7576
持 尾 △　山本　八郎 下市 (52)5911 今 木 △　松本　英三 御所 (67)1935
矢 走 　　元庄�矢利彰 下市 (52)2383 薬 水 　　田中　哲夫 下市 (52)4135
芦 原 ○　喜多　義則 下市 (52)9740 佐 名 伝 △　小山　博司 下市 (52)4852
新 町 １ 丁 目 　　杉本　昌則 下市 (52)7744 大阿太グリーンポリス 　　大野　　修 下市 (53)0269
新 町 ２ 丁 目 　　俵本　　薫 下市 (52)5806 花吉野ガーデンヒルズ 　　大西　治郎 下市 (53)2348
新 町 ３ 丁 目 　　森本　明男 下市 (52)2861 ◎会　長　○副会長　△理　事　◇監��事　　

　７月24日までに「アナログ放送」は終了し「地上デ
ジタル放送」へ移行します。受信準備をお願いします。
　地デジに関するご相談は、次のところまでお気軽
に相談してください。
■ケーブルテレビに関する問い合わせ先
　こまどりケーブル株式会社
　☎0120−667−740
　○月曜日～土曜日　午前９時～午後５時30分
　○日曜日・祝日　　 休み
■その他の問い合わせ先
　奈良県テレビ受信者支援センター（デジサポ奈良）
　☎0742−90−2222
　○月曜日～金曜日　　　午前９時～午後９時
　○土曜日・日曜日・祝日　午前９時～午後６時
■「詐欺」にご注意を！
◦�地上デジタル放送に便乗した架空請求などの悪質
商法には十分ご注意ください。
◦�地デジ対応で「総務省」や「テレビ局」など関係機関
がお金を請求することは一切ありません。

地上デジタル放送への移行について
　大淀あらかしテレビでは、町内で行われた行事や地域
の話題、幼稚園・保育所・小学校の様子などを放送して
います。
　６月は、「高齢者学級開講式」「小学校で能楽体験」「西
部幼稚園のミニ運動会」などを放送する予定です。
●議会中継
　町議会第２回定例会で、町の予算や条例などが審議さ
れる様子を生中継します。
◆�ケーブルテレビ加入促進補助制度が、９月末で終了し
ます。
　この補助制度は、９月末完工分までが対象となります。
　加入を考えられている人は、８月31日までに申し込
んでください。
　大淀あらかしテレビを視聴するには、こまどりケーブ
ルへの加入が必要です。ぜひ加入してください。

区長さん紹介
　平成23年度の各大字区長さんが決まりましたので紹介します。
区長さんには、地区の行事や役場からの事務連絡など、何かと
ご苦労をおかけしますが、よろしくお願いします。（敬称略）
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大
淀
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
の
任
期
が
、
平
成
23
年
７
月

19
日
で
満
了
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、

本
年
７
月
10
日（
日
）に
大
淀
町
農
業

委
員
会
委
員
選
挙（
定
数
16
）が
執
行

さ
れ
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
選
挙
は
、
告
示
日（
７
月
５
日
）

に
お
い
て
立
候
補
の
届
出
が
17
人
以

上
と
な
っ
た
場
合
に
、
町
内
14
ヵ
所

の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
選
挙
期
日
の
告
示
日

　

７
月
５
日（
火
）

◆
立
候
補
届
出
受
付

　

７
月
５
日（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

◆
投
票
日

　

７
月
10
日（
日
）

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
次
に
該
当
す

る
人
が
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆�

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
、
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
書
を
提
出
し
た
人
で
、
農
業

委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
定
め

る
要
件
が
す
べ
て
満
た
さ
れ
、
大

淀
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

※�　

選
挙
期
日
ま
で
に
町
外
へ
転
出

し
た
人
は
、
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

投
票
日
の
当
日
に
、
次
の
よ
う
な

事
由
に
該
当
す
る
見
込
み
で
あ
る
人

の
た
め
に
、
期
日
前
投
票
の
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦�

職
務
や
業
務
ま
た
は
冠
婚
葬
祭
等

の
用
務
に
従
事（
区
域
は
問
い
ま

せ
ん
）

◦�

用
務
や
事
故
の
た
め
、
投
票
区
の

区
域
外
に
旅
行
ま
た
は
滞
在

◦�

病
気
や
出
産
な
ど
の
た
め
歩
行
が

困
難

　

７
月
６
日（
水
）か
ら
９
日（
土
）ま

で
の
毎
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

８
時
ま
で
、
町
役
場
１
階
町
民
ホ
ー

ル
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

指
定
病
院
等
に
入
院
中
な
ど
の
人

は
、不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

そ
の
病
院
等
に
早
め
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、仕
事
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

遠
方
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
人
が
不
在

者
投
票
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
早
め
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
体
に
重
度
の
障
が
い
を

有
す
る
人（
一
定
の
要
件
を
備
え
た

人
）の
た
め
に
、
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
投
票
日
の
４
日
前
ま
で
に
不
在

者
投
票
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
郵
便
等
投

票
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
当
日
は
、
下
表
の
14
ヵ
所
の

投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
各

ご
家
庭
に
郵
送
さ
れ
る
投
票
所
入
場

券
を
よ
く
ご
確
認
の
う
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
投
票
所
入
場
券
は
圧

着
は
が
き
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

シ
ー
ル
を
め
く
っ
て
切
り
取
り
線
に

従
っ
て
各
自
の
部
分
を
切
り
離
し
て

投
票
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
町
役
場
総
務
課
内
）

日　
　
　

程

投
票
で
き
る
人

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

投　

票　

者

大淀町農業委員会委員選挙投票所
投票区 投票場所 該当地区
第１投票区 大淀町中増老人憩の家 中増
第２投票区 大淀町西増老人憩の家 西増
第３投票区 大淀町立増口コミュニティセンター 増口、出口
第４投票区 大淀町上比曽老人憩の家 比曽、上比曽
第５投票区 大淀町公民館北六田分館 北六田、北野、新野
第６投票区 大淀町公民館馬佐分館 馬佐
第７投票区 大淀町中越部老人憩の家 中越部、奥越部

第８投票区 大淀町役場１階町民ホール
口越部、南大和、土田、
口桧垣本、上桧垣本、吉野平

第９投票区 大淀町立金吾町北郷コミュニティセンター
金吾町、畑屋、持尾、矢走、
芦原、

第10投票区 大淀町桜ヶ丘老人憩の家
新町、岡崎、西町、車坂町、
北町、北町学園前

第11投票区 大淀町公民館今木分館 今木、大岩
第12投票区 大淀町岩壺老人憩の家 岩壺、鉾立

第13投票区 大淀町立薬水コミュニティセンター
薬水、
花吉野ガーデンヒルズ

第14投票区 大淀町佐名伝公民館
佐名伝、
大阿太グリーンポリス

大淀町農業委員会委員選挙

立候補予定者説明会
　大淀町農業委員会の選挙による
委員の任期が平成23年７月19日
で満了することに伴い、本年７月
10日（日）に大淀町農業委員会委員
選挙が執行される予定となりまし
た。
　これに先立ち、大淀町農業委員
会委員選挙に立候補を予定されて
いる人に対して、次のとおり立候
補届出等に関する説明会を開催し
ます。

■日時　６月14日（火）
　　　　午後２時～
■場所　町役場２階
　　　　会議室201・202

大
淀
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
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７月７日（木）です。
［乳幼児］午前９時～午前11時
　　　　�身体計測や、保健師・栄養士に
�������������よる健康や育児についての相談
�������������を行います。
［成　人］午後２時～午後４時
�������������尿検査・血圧測定・保健師や栄
�������������養士による健康についての相談
�������������を行います。

母子健康手帳・妊婦健康診査補助券は町保健センター
で交付しています。印鑑を持ってきてください。

母子健康手帳は町保健センターで交付しています

検診・内容 実施日・受付時間 対　　象 料　　金 定員・場所

子宮がん検診（頚部）
（問診・視診・内診・子宮頚
部細胞診）

６月９日（木）
６月24日（金）

午後１時15分～午後３時30分

満20歳以上の町民 (女性 )
※�平成22年度に受診した
人は対象になりません。

1,000円
※�満65歳以上の人は
500円

100人
（要予約・先着順）
町保健センター

骨密度測定
（超音波で骨密度を測定
します。）

７月４日（月）
７月５日（火）
午前10時～正午
午後１時～午後４時

満20歳以上の町民 無料
１時間ごとに12人
( 要予約・先着順 )
町保健センター

※　町保健センターへ電話で申し込んでください。

●子どもの健康診査

●予防接種

予防接種名 実施日
対象児

今月通知する子 前の対象で受けていない子

三 種 混 合
百日咳（ジフテリア）破傷風

Ⅰ期初回
（３回接種）

６月13日（月）
７月13日（水）
８月22日（月）

H22.12.17～ H23. １.14生まれ ７歳未満の子

Ⅰ期
追加 ６月13日（月） H21. ７.18～ H21. ８.15生まれ ｢Ⅰ期初回 ｣の接種を終了した

７歳６カ月未満の子

麻しん風しん
混　　　　 合

第１期 ６月27日（月） H22. ５.31～ H22. ６.27生まれ １歳から２歳未満の子

第２期 ６月17日（金）
６月27日（月） H17.10. １～ H17.12.31生まれ 幼稚園・保育所等の年長児

第３期 中学１年生の
年齢の人

第３期対象者で大淀中学通学の人は、大淀中学校での集団接種を予定しています。
日程については、学校よりお知らせします。

第４期 高校３年生の
年齢の人

第４期（高校３年生に相当する年齢の人）・第３期（中学１年で私学等通学の人）の
対象の人は夏休みの期間に集団接種を予定しています。６月末ごろ個人通知します。

日本脳炎 Ⅰ期
追加

６月７日（火）
６月８日（水） H18. ４. ２～Ｈ19. ４. １生まれ Ｈ17. ４. ２～Ｈ18. ４. １生まれで初回

接種を受けていない子（１回目）

７月８日（金）
７月11日（月） H17. ４. ２～Ｈ18. ４. １生まれ Ｈ17. ４. ２～Ｈ18. ４. １生まれで初回

接種を受けていない子（２回目）

※１　今月通知対象児には予診票を送付します。　※２　受付時間は午後１時30分～午後２時です。接種開始時間は午後１時30分です。
※３　料金は無料で、場所は町保健センターです。
★転入された人は、以前に受けた予防接種の種類・回数等のご連絡をお願いします。
　〈連絡がない場合は、予防接種のご案内ができない場合があります。〉

●検　　診

　 実施日　・　受付時間 対　　　象

４ カ 月 児 健 康 診 査
６月14日（火）・午後０時45分～午後１時 H23. １.15～ H23. ２.14生まれ

７月14日（木）・午後０時45分～午後１時 H23. ２.15～ H23. ３.11生まれ

10 カ 月 児 健 康 診 査
６月15日（水）・午後０時45分～午後１時 H22. ７.16～ H22. ８.15生まれ

７月15日（金）・午後０時45分～午後１時 H22. ８.16～ H22. ９.15生まれ

３ 歳 児 健 康 診 査 ６月22日（水）・午後１時15分～午後２時 H19.11. １～ H19.12.31生まれ

※１　対象児には問診票を送付します。　※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　４カ月児健康診査では、BCG予防接種を同時実施します。
※４　４カ月・10カ月児健康診査では、午後１時から午後１時30分まで離乳食講座、終了後健康診査を実施します。
　　　健診を受ける人は、講座開始前の受付時間内に会場へ来てください。健診は受付順です。
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　６月は「食べること」を特に大切にする月です。
　「楽しく食べること」それに「おいしく食べること」が一番です。い
つまでも健康なからだでいられるように、家族みんなで「食」につ
いて話し合いましょう。
　例えば、こんなことを実行しましょう！

考えてみませんか？「食」の大切さ

６月は食育月間です！
家族そろって食事を楽しみましょう 好き嫌いしないで食べましょう 朝ご飯は毎日食べましょう

食べものを大切にする心を育てましょう 食事の準備や後かたづけを手伝いましょう 地元の食材、旬の食材を食べましょう

　生涯でがんに罹
り

患
かん

する確率は、男性54％（２人に１
人）、女性41％（２人に１人）といわれています（2005年
データに基づく）。症状が出てから受診するのではなく、
定期的な検診を受けることでがんの早期発見・早期治療
につながります。今回は様々な検診の中から「子宮がん
検診（頚部）」についてお話します。

＊＊「子宮頚
けい

がん」ってどんながん？＊＊
　子宮がんには頚がんと体がんの２種類があります。

子宮頚がんは子宮の入り口
である頚部に発生したがん
です。子宮の入口付近に発
生するので観察や検査がし
やすいため、検診により発
見しやすいがんです。また、
早期に発見すれば、比較的
治療しやすく予後の良いが
んです。

　子宮頚がんは30歳代から40歳代で多く診断されます
が、40歳以上の診断は年々減っています。逆に20歳代
から30歳代では増えてきています。これは、性活動が
活発な若い年代での感染の機会が増えているためと考
えられます。というのも、子宮頚がんの発生にはその
多くに、性行為により感染する発がん性ヒトパピロー
マウイルス（HPV）が関連しているとされているからで

＊＊「子宮頚がん検診」ってどんな事をするの？＊＊
　検診は受けてみたいけれど、初めての方はどんなこ
とをするのか気になりますね。ここでは大淀町の子宮
がん検診（頚部）の集団検診の流れを紹介します。

問い合わせ・申込み先
町保健センター（住民福祉部健康増進課）

☎0747−52−9403

※�子宮がん検診の個別検診を受けられる場合、医療機
関によって検診の流れが異なる場合があります。

＊＊町の子宮がん検診（頚部）は�0歳から受けられます！＊＊
　子宮がん検診（頚部）は20歳から受けることができます。
早期発見・早期治療ができるように検診は定期的に受け
ましょう。詳しい日程などは広報の健康ガイドのペー
ジをご参照ください。
※�町の子宮がん検診（頚部）の受診回数は２年に１回です。
平成22年度に受診された方は今年度の対象になりま
せんのでご注意ください。

す。子宮頚がんワクチンはこの発がん性HPVの感染を
予防するためのワクチンです。10歳以上の女性は予防
接種で、20歳以上の女性は子宮がん検診で、がんの予防・
早期発見をしましょう。

国立がんセンターがん情報センター、人口動態統計より作図
　　　　　　　　　　　　１）�00�年人口動態統計より算出

日本人女性における子宮頸がんの発症状況（�001年）

子
宮
頸
が
ん
発
症
人
数

年齢

（歳）

（人口10万人　 あたりの人数）

0
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～
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～
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～
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～
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～
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～
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～
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～
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～
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～

59
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～
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～

69
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～

5

～

9

0

～

4

20～30代にかけて
子宮頸がんの発症率は
急上昇します。

＊＊＊子宮がん検診（頚部）の流れ＊＊＊
①問診　問診票をもとに生活の様子や症状がな　
　　　　いかなど、話をお聞きします。

②視診・内診　内診台に上がり、婦人科医が子宮頚
　（検診車）　��部や膣の内部に出血の有無やただれ���
　　　　　　　などがないか確認します。

③子宮頚部細胞診

ちつ

 

 痛みは一般的に軽いものです。
※個人差があります。
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大
腸
が
ん
は
増
え
て
い
る

　

１
９
８
０
年
代
以
降
、
日
本

人
の
死
因
の
ト
ッ
プ
は
が
ん
が

占
め
て
い
ま
す
が
、
大
腸
が
ん

は
、
肺
が
ん
、
胃
が
ん
に
つ
い

で
第
三
位
を
占
め
て
お
り
、
毎

年
、
約
一
万
人
の
人
が
亡
く

な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
大
腸
が

ん
が
増
え
て
い
る
原
因
に
は
、

食
事
の
欧
米
化
な
ど
の
生
活
習

慣
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

大
腸
が
ん
検
査
の
大
切
さ

　

大
腸
が
ん
は
、
進
行
す
れ
ば

生
命
に
か
か
わ
る
反
面
、
早
期

に
発
見
し
て
治
療
す
れ
ば
、
生

命
の
危
険
も
な
く
、
生
活
に
支

障
を
き
た
す
後
遺
症
も
な
く
完

治
で
き
る
病
気
で
す
。
こ
の
た

め
大
腸
は
、
身
体
の
他
の
部
位

に
比
べ
て
、
が
ん
検
診
を
受
け

る
値
打
ち
が
特
に
高
い
場
所
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

大
腸
の
検
査
の
種
類
と
方
法

　

腫し
ゅ
よ
う瘍

マ
ー
カ
ー
な
ど
の
血
液

検
査
や
、
便
潜
血
検
査
は
、
大

腸
の
精
密
検
査
を
受
け
る
き
っ

か
け
に
は
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

だ
け
で
は
大
腸
が
ん
を
正
確
に

診
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
大
腸
を
詳
し
く
検
査
す
る

主
な
や
り
方
に
は
次
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。
注
腸
検
査
は
、
お

し
り
か
ら
バ
リ
ウ
ム
と
空
気
を

流
し
入
れ
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真

を
撮
影
す
る
も
の
で
す
。
大
腸

内
視
鏡
検
査
は
、
フ
ァ
イ
バ
ー

ス
コ
ー
プ（
内
視
鏡
）を
お
し
り

か
ら
入
れ
て
、
大
腸
の
中
を
観

察
す
る
も
の
で
す
。

内
視
鏡
に
よ
る
治
療

　

大
腸
の
ポ
リ
ー
プ
や
、
早
期

の
が
ん
は
、
内
視
鏡
を
使
っ
た

治
療
が
で
き
ま
す
。ま
た
近
年
、

や
や
進
行
し
た
大
腸
が
ん
で
も

腹
腔
鏡
を
使
っ
て
お
な
か
を
開

け
な
い
治
療
も
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
と
き
に
検
査
を

　
　
　
　

う
け
れ
ば
よ
い
か

　

便
秘
や
下
痢
、
痛
み
や
不
快

感
な
ど
の
お
な
か
の
症
状
が

『
大
腸
の
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
』

あ
る
、
便
に
血
が
ま
じ
る
こ
と

が
あ
る
、
健
康
診
断
で
便
潜
血

反
応
が
陽
性
で
あ
る
と
い
わ
れ

た
、
血
縁
の
人
に
大
腸
が
ん
の

人
が
い
て
気
に
な
る
、
そ
の
よ

う
な
方
は
、
大
腸
の
検
査
を
う

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
腸
の
検
査
は
苦
痛
を
伴
う
？

　

病
院
で
は
、
受
診
者
さ
ま
の

年
齢
や
体
力
な
ど
の
状
況
、
病

状
や
検
査
の
必
要
性
な
ど
に
応

じ
て
、
最
も
適
切
な
大
腸
検
査

の
手
段
、
方
法
を
選
択
し
、
検

査
時
の
痛
み
止
め
な
ど
、
受
診

者
さ
ま
の
ご
負
担
や
苦
痛
を
最

小
限
に
す
る
配
慮
を
し
て
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

今
で
は
、
お
若
い
方
か
ら
か
な

り
年
配
の
患
者
様
に
も
検
査
を

受
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
大

淀
病
院
で
の
大
腸
内
視
鏡
検
査

件
数
は
十
数
年
前
に
比
べ
て
倍

増
し
て
い
ま
す
。
前
記
の
症
状

の
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
ま
ず
は

気
軽
に
内
科
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

町
立
大
淀
病
院

　
　

内
科
医
長　

辻
本　

伸
宏

　小児用肺炎球菌およびヒブワクチン接種を含む、
ワクチン同時接種後の死亡例が報告されたため、
一時接種を見合わせていました小児用肺炎球菌お
よびヒブワクチン接種と死亡との間に直接的な因
果関係が認められないことから、厚生労働省から、
４月から接種を再開するとの方針が示されました。
　この方針をうけ、　本町でも４月から個別接種の
再開に伴う費用の助成を再開します。
　詳細については、厚生労働省のホームペー
ジ（http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/
kekkaku-kansenshou28/index.html）をご覧くだ
さい。
■対 象 者　生後２か月～５歳未満
■接種場所　各指定医療機関
※　保健センター（健康増進課）で確認してください。
■手続き方法　
　�医療機関に予約後、保健センター（健康増進課）
に予診票を取りにきてください。
■問い合わせ先　
　町保健センター（健康増進課）
　☎0747−52−9403

小児用肺炎球菌および
ヒブワクチン接種の再開について

■日　時　７月２日（土）午後１時から午後２時
■場　所　町保健センター　　■料　金　無料
■定　員　70人　　　　　　　■申込み　不要

問い合わせ先　町立大淀病院　経営企画課
　　　�☎0747−52−8801

第５回市民公開講座
『東日本大震災　医療救護班に参加して』

～町立大淀病院医療救護班 派遣報告～
講師：杉本 和宏 先生（薬剤部）

　一般の人、患者様、付き添いの人のための講座です。
■日　時　６月23日（木）午後２時から１時間程度
■場　所　町立大淀病院　２病棟３階　会議室
■料　金　無料
■申込み　事前の申込みも可能です。

いきいき健康セミナー
第５回セミナー　『食中毒について』
～やっぱり気になる！本当に怖い食中毒～

講師：森近 省吾 先生（小児科部長）

町立大淀病院主催
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　お医者さんにプールで運動をすすめられたが何をした
らいいのかな？
　これからのことを考えて運動をしたいけど何をしたら
いいのかな？
　そういった疑問に専門インストラクターがお答えしま
す！プールでの運動が初めての人でも安心して参加して
ください。
◇日　　程　水曜　午前10時30分～午前11時15分
　　　　　　金曜　午後２時～午後２時45分
◇対　　象　16歳以上の人
◇参加料金　1ヶ月：3,000円（全４回）
　　　　　　3ヶ月：8,000円（全12回）

　こどもへの水中での補助の仕方や遊び方を楽しく丁寧
に指導します。
　水中という特別な環境での親子のコミュニケーション。
ぜひ利用してください。
◇日　　程　①７月23日（土）午後２時～午後３時
　　　　　　②７月24日（日）午後１時～午後２時
◇対　　象
　お子さん：�満３歳（オムツのとれているお子さん）～小

学１年生
　保 護 者：18歳以上の人（１～２人）
　※　お子さんのみの参加はできません。
　※　お子さん１人につき保護者１人が必要です。
　　　（例）「保護者１人にお子さん２人」は不可
◇申込受付　７月９日（土）から（電話受付可）
　　　　　　※　定員になり次第受付終了
◇参加料金　お子さん：１人500円
　　　　　　保 護 者：１人1,000円
◇定　　員　各日10組

関節痛対策水中運動

家族でふれあい水泳教室

　大淀町職員新規採用者（平成23年８月１日採用
予定）を次のとおり募集します。
■職種および採用予定人数
　診療放射線技師【町立大淀病院勤務】…１名
■採用試験受験資格
　昭和52年４月２日以降に生まれた人
※　ただし、診療放射線技師免許を有する人
■採用試験日および試験会場
　⑴筆記試験および面接日
　　７月３日（日）
　⑵試験会場
　　町役場
※�　いずれも受験申込者数により変更になること
があります。
■受験申込書受付期間および提出先
　⑴期　間
　　６月６日（月）～20日（月）午後５時必着
※�　申込みは郵送のみで、持参による受付は行い
ません。
　⑵提出先
　　〒638−8501　大淀町桧垣本2090番地
　　大淀町役場総務部総務課内　
　　職員採用試験委員会
■その他
　�受験申込書および試験案内は、職員採用試験委
員会（町役場総務課）で配布します。
　�また、試験案内は町ホームページ（http://www.
town.oyodo.nara.jp/）からダウンロードするこ
ともできます。
■問い合わせ先
　職員採用試験委員会
　（町役場　総務課）

大淀町職員募集

　４月28日（木）、下市観光文化センターで「第４回南和の医療等に関する協議会」が開催され、奈良県知事（協議会
会長）をはじめ南和地域の各市町村長（協議会委員）が出席して、医療体制のあり方（施設の整備方針）、奈良県地域
医療再生計画（案）、今後のスケジュールなどについて協議されました。
　施設の整備方針としては、救急病院（急性期）１施設と地域医療センター（療養期）２施設の場所について協議され、
交通アクセスなどの立地条件、整備に要する期間などに関する評価結果を踏まえ、救急病院は大淀町福神地区（近
鉄福神駅前）の更地に新築、地域医療センターは現在の国保吉野病院と県立五條病院を改修して整備する方針が決

福神地区に救急病院の設置が決定！！
南和の医療等に関する協議会　第４回協議会を開催

定されました。
　また、奈良県地域医療再生計画（案）としては、同協議会が検討を
進めている南和地域の医療体制再編を内容とする計画を国に提出す
ることが決定されました。
　次回の協議会は本年７月に開催予定で、協議事項として、南和の
医療体制のあり方（基本構想）の確定が予定されています。
■会議資料など詳しくは、
　�南和の医療等に関する協議会ホームページ（http://nanwairyou.
jp/）をご覧ください。
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　「お家でのお子さまとの関わり方」「オムツ替え」「授乳」
など、家庭への子育てについて相談がある場合は、自宅に
訪問します。気軽に利用してください。

ママサークル
◇内　　容　梅ジュース作り
◇日　　時　６月13日（月）午前10時～
◇場　　所　子育て支援センター
◇持 ち 物　�三角巾・エプロン・ビン・材料費：500円～

1,000円　
※　作る量によって異なります。

サテライト保育
◇日　　時　６月21日（火）午前10時～午前11時
◇場　　所　花吉野えんめい保育園
◇参 加 費　100円（チケット１枚）
◇対象地区　�花吉野ガーデンヒルズ・今木・鉾立・薬水・岩

壺・大岩・佐名伝・大阿太グリーンポリスに
お住まいの人

ベビーマッサージ
◇内　　容　助産師が指導します。
◇日　　時　６月21日（火）
◇参 加 費　初回300円、次回から200円が必要です。

おべんとDay
◇内　　容　�あそびの森でお弁当をみんなで食べましょ

う。どなたでも参加できます。
◇日　　時　６月28日（火）
◇持 ち 物　�お弁当、水筒、おしぼり、レジャーシート

など
※　雨天時は支援センター内で食べます。
※　コーヒーを一杯50円で販売しています。

お誕生会
◇内　　容　�６月生まれのお友達を、クラスのお友達み

んなでお祝いします。素敵なプレゼントも
ありますので、６月生まれのお子さんはぜ
ひ参加してください。　

※　各クラスごとに行います。

ひ
よ
こ

ク
ラ
ス

６月７日（火） プレママっこ合同　ワイワイたいむ「ワイワイ何でも悩み相談」
６月14日（火） ふれあいあそび・お誕生会
６月20日（月） パンダクラス合同　育児講座「歯磨きについて」・歯磨き指導　※持ち物：歯ブラシ・コップ

パ
ン
ダ
ク
ラ
ス

６月６日（月） 小麦粉ねんどあそび　※持ち物：小麦粉250グラム・ボウル（台所用）１つ
６月８日（水） ウサギクラス合同　うんどうあそび
６月20日（月） ひよこクラス合同　育児講座「歯磨きについて」・歯磨き指導　※持ち物：歯ブラシ・コップ
６月27日（月） 七夕飾りづくり・お誕生会　※持ち物：はさみ・のり・ペン・クレパス
６月28日（火） ストレッチ体操　※参加費：200円（チケット２枚）

ウ
サ
ギ
ク
ラ
ス

６月１日（水） 小麦粉ねんどあそび　※持ち物：小麦粉250グラム・ボウル（台所用）１つ
６月８日（水） パンダクラス合同　うんどうあそび
６月15日（水） 育児講座「歯磨きについて」・歯磨き指導　※持ち物：歯ブラシ・コップ
６月22日（水） 外あそび（雨天時：サーキットあそび）
６月29日（水） 七夕飾りづくり・お誕生会　※持ち物：はさみ・のり・ペン・クレパス）

大淀町ふるさと応援寄附金について
　４月中に次の方々から寄附をいただきました。
　　木村　良子　様　　　　　　30,000円
　　　匿　　　名　　　　　　　10,000円
　　喜多　章介　様　　　　 1,500,000円
　　喜多　義将　様　　　　 1,500,000円
　　　匿　　　名　　　　　　　30,000円
　みなさまの熱い想いを実現できるよう
に、大切に活用させていただきます。
　今後も変わらぬ応援をお願いいたし
ます。

町有公用車に広告を掲載しませんか
　町有公用車への有料広告を募集します。公用車
への広告は、走る広告塔としての宣伝効果が期待
できます。（広告は、マグネット方式で車体の左右
に貼り付けます。）
■広告掲載料　40,000円（１台あたり）
　　　　　　　　※　製作費別
■募 集 台 数　10台
■広告掲載期間　８月１日（月）から１年間
　　　　　　　　※　更新可能
■募 集 期 間　６月30日（木）まで
■問い合わせ先　町役場　財務課

パパと遊ぼう
●日　時　６月12日（日）　
　　　　　午前10時～正午
●場　所　子育て支援センター
●内　容　�０～２歳児のお子さんとお父さん
●参加費　無料　
　　　　　※　要申込み

　子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して事業
を実施しています。
■ク ラ ス　ひよこクラス（３ヵ月～１歳３ヵ月）
　　　　　　月２回（１回はプレママクラスと合同）
　　　　　　パンダクラス（１歳児）　月曜日
　　　　　　ウサギクラス（２歳児以上）　水曜日
　　　　　　プレママっこ（マタニティー）　月１回
■時　　間　午前10時～午前11時30分（９時30分から開放）
■場　　所　町地域子育て支援センター
■持 ち 物　水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき100円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２　月～金曜日は「あそびの森」の開放日です。自由に
　　利用してください。申し込みは必要ありません。
　　時間は午前10時から午後２時までです。
■育児相談　育児相談は随時受付をしています。
　　　　　　希望者は、延明保育園に直接申し込んでください。
■問い合わせ先　延明保育園　☎0747−52−0388
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▼比曽寺の本尊を造る仏師
　（世尊寺所蔵・現光寺縁起絵巻より）

「おおよど歴史学習会」を実施します 刊行物のお知らせ

はいだしょうこファミリーコンサート
（出演）はいだしょうこ　坂田おさむ

■日　時
　７月16日（土）２回公演
　［１回目］開演　正午
　［２回目］開演　午後２時30分
　※　開場は各30分前
■場　所
　町文化会館あらかしホール
■前売入場料（好評発売中）
　全席指定
　［一　般］2,700円
　［友の会］2,400円（前売りのみ）
※　大人、子ども同一料金
　　１歳未満ひざ上鑑賞に限り無料

あらかしキッズカーニバル
スイートプリキュア♪と海賊戦隊ゴーカイジャーの

スペシャルステージ
■日　時　８月27日（土）２回公演
　［１回目］�開演　午前11時
　［２回目］�開演　午後２時30分
　※　開場は各30分前
■場　所
　町文化会館あらかしホール
■前売入場料（７月２日（土）から発売）
　全席自由
　［一　般］�800円（当日1,100円）
　［友の会］�600円（前売りのみ）
※　大人、子ども同一料金
　　１歳未満ひざ上鑑賞に限り無料

■問い合わせ先　町文化会館　☎0747−54−2110
　このほかにも魅力満載のイベントをいろいろ実施す
る予定です。どうぞご期待ください！！

　中吉野広域消防組合管内において、昨年末より火災
が頻繁に発生しています。この季節は空気が乾燥し、
通常よりも火災が発生しやすく、また大火となる可能
性が非常に高いため、警戒態勢を強化しています。

１．火災の発生状況
　大淀町内　建物火災　　２件
　　　　　　車両火災　　１件
　　　　　　その他火災　２件
　下市町内　建物火災　　４件
　　　　　　林野火災　　３件
　天川村内　建物火災　　２件

２．防火対策
　⑴�　空気が乾燥し、風の強い日には『野焼き』等は実

施しないでください。
　⑵�　家の周りなどに燃えやすいものが置かれていな

いかもう一度点検をしてください。
　⑶�　火の取扱いには十分に注意していただき、確実

に後始末を実施してください。

３．その他
　上記の火災の中で、住宅用火災警報器を設置してい
れば、早期に火災を発見し大事に至らずに済んだ可能
性のある事例もあります。
　住宅用火災警報器は、深夜で就寝中や外出中の火災
の場合に、家族や近所の人に素早く火災発生を知らせ
ることが可能となり、火災による被害を最小限に食い
止めるには大変効果的です。
　火災の早期発見と逃げ遅れを防ぐために、住宅用火
災警報器を設置しましょう。

中吉野広域消防組合消防本部・大淀消防署
火事・救急は119
☎0���－��－1199

http://www.nakayoshino.or.jp/

『火災多発！！』に伴う
火災予防の徹底について

　町教育委員会では次の図書等を刊行しました。
■刊行物名
　◦パンフレット『おおよど文学散歩』
　◦ 報告書『大淀町の民俗―平成22年

度の調査―』（CD－ROM版）
　◦ 報告書『平成19～22年度 大淀町文

化財調査報告―現光寺縁起絵巻・
佐名伝遺跡・槇ヶ峯古墳の調査―』

■閲覧および入手方法　
　①町立図書館ほかで閲覧できます。
　② 町役場ホームページ（教育と生涯学習→歴史と文

化→大淀町の文化財→文化財の調査・活用）から
PDF版をダウンロードできます。

　③入手希望の人は下記までお問い合わせください。
　※　無料。ただし部数には限りがあります。
■問い合わせ先
　町教育委員会生涯学習課（町文化会館）
　☎0747－54－2110

　平成23年度文化財事業の一環として、町民を対象と
した歴史学習会を行います。
郷土の歴史と文化から、新しいまちづくりのきっかけ
を探してみませんか。
■日　時　６月17日（金）午後７時から一時間半程度
■テーマ
　比曽の歴史と文化
　―おおよどの名刹・比曽寺（世尊寺）とその周辺―
■場　所
　町立旭ヶ丘総合センター

■問い合わせ先
　町教育委員会生涯学習課（町文化会館）
　☎0747－54－2110
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日 月 火 水 木 金 土

14 15 16 17
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6月のカレンダー6月のカレンダー

29

20

6月のカレンダー

27

文化会館・図書館ともに休みの日

図書館が利用できない日　　　　

3030

６月のおはなし会
●６月11日（土）午後２時30分～
　こどものためのおはなし会

●６月19日（日）午後３時～
　こどものためのおはなし会

●６月26日（日）午後２時～
　大人のための朗読会　響

　今年の図書館まつりは「日本語」をテーマとし、詩人のアーサー
･ビナード氏をお迎えして講演をしていただきます。アーサー・ビ
ナード氏は、アメリカ出身でありますが、日本語での詩作をされ、
現在は随筆や翻訳、ラジオパーソナリティなど、幅広い分野で活
動されています。今回は、そんな同氏の著作をご紹介します。

　この本は、著者が来日してから初
めて出した詩集であり、日々の生活
や社会に対する思いが日本語にて綴

つづ

られています。特に一つ目の詩「こ
とば使い」には、著者のことばに対
する思いや姿勢を垣間見ることがで
きます。なお、この詩集は2001年
に中原中也賞を受賞しています。

　ダンデライオンの家に、
ある朝ティーパーティーの
招待状が届きます。時間は
今日の午後３時！そこであ
わてて床屋へ走り、洋服も
買ってとびっきりオシャレ
をして出かけますが、自分
であることに気づいてもら

えません。どうしたら良いか悩んでいる間に風が吹き、雨
が降ってせっかくのオシャレが台無しになってしまうので
すが…。ちなみにこの絵本の邦訳はアーサー・ビナード氏
がされています。

　こちらは絵本『14ひきのひっこ
し』をアーサー・ビナード氏が英訳
されたものです。『14ひきのねずみ』
のシリーズは現在５冊英訳されてお
り、その話は前述『日々の非常口』で
も紹介されています。簡単な英文で
書かれていますが、原文と比べて読
めば絵本の独特な表現の英訳に「な
るほど」と思わされます。

「釣り上げては」　
著／アーサー・ビナード　思潮社

「日々の非常口」　
著／アーサー･ビナード　新潮社

「ダンデライオン」
さく／ドン・フリーマン　やく／アーサー・ビナード

福音館書店

「The Family of Fourteen On the Move」
さく／いわむらかずお　やく／アーサー・ビナード

童心社

図書館からのお知らせ

第15回図書館まつり
　ことばの万華鏡『～ことばを紡いでこそ、私たちは分かりあえる～』
■日　　　　時　
　７月２日（土）・３日（日）
　６月30日（木）から文化会館小ホールにて関連展示をしています。
■場　　　　所　町文化会館
※　詳細は、今月の広報の折込を見てください。
■問い合わせ先　町立図書館（☎0747−54−2120）

　こちらは著者のエッセイ集です。
日本での日常や社会情勢に関する思
い、日本語への興味、母国への憂
いなどが綴

つづ

られています。特に英訳
の悩みや日本語表現に対する感心な
ど、外国人ならではの視点は、普段
私たちが意識しない言葉の面白みに
気づかされます。
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差
別
を
生
み
出
し
た
風
評

 
～
東
日
本
大
震
災
～
人権コラム
Vol.43

　　　法テラス
　身近な法的トラブルについてお
気軽に問い合わせてください。
　解決に役立つ法制度や最適な相
談機関を紹介します。

■問い合わせ　
　法テラス奈良　☎050−3383−5450
　法テラス南和法律事務所
　（下渕やすらぎビル内）　

☎050−3383−0025

人権相談

教育相談（予約が必要です）

心配ごと合同相談

無料法律相談（予約が必要です）

住宅増改築相談

消費生活相談

無料交通事故相談

児童相談

■日時　午前９時～午後４時
　　　　（土、日、祝日を除く毎日）
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権施策推進室

■日時　毎週月～金曜日（平日）
　　　　午前９時30分～午後４時30分
■場所　大淀町適応指導教室
■問い合わせ　大淀町適応指導教室
　　　　　　　☎0746－34－5016

■日時　毎月第２・第４水曜日
　　　　午後１時～午後４時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町社会福祉協議会
　　　　　　　☎0747－52－1941

■日時　６月16日㈭
　　　　午後１時～午後４時
■場所　大淀町役場

■問い合わせ　大淀町役場人権住民課
　　　　　　　☎0747－52－5501
■日時　７月15日㈮
　　　　午後１時～午後４時
■場所　吉野町役場
■問い合わせ　吉野町役場町民課
　　　　　　　☎0746－32－3081
■日時　８月16日㈫
　　　　午後１時～午後４時
■場所　下市町役場
■問い合わせ　下市町役場住民福祉課
　　　　　　　☎0747－52－0001

■日時　毎週火曜日
　　　　午後１時～午後４時
■場所　川上村役場
■問い合わせ　川上村役場地域振興課
　　　　　　　☎0746－52－0111

■日時　６月18日㈯　
　　　　午前９時～午後４時
■場所　大淀町中央公民館
■問い合わせ　
　県建築協同組合中吉野支部
　☎0747－52－9971

■日時　毎月第２火曜日
　　　　午前10時～午後３時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　県交通安全対策課
　　　　　　　☎0742－27－8731

■日時　７月１日㈮　
　　　　午前10時30分～午後４時
■場所　下市町保健センター
■問い合わせ　高田こども家庭相談センター
　　　　　　　☎0745－22－6079

　

東
日
本
大
震
災
で
残
念
な
こ
と
が

起
き
て
い
ま
す
。
避
難
住
民
へ
の
風

評
で
す
。
福
島
第
１
原
発
の
放
射
能

漏
れ
事
故
に
よ
り
県
外
に
避
難
し
て

い
る
住
民
に
対
し
、
差
別
的
な
扱
い

が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

　

福
島
県
か
ら
避
難
し
た
子
ど
も

が
、
避
難
先
の
子
ど
も
に「
放
射
能

が
う
つ
る
」と
心
な
い
言
葉
を
浴
び

せ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難

先
の
介
護
施
設
へ
の
入
所
を
希
望

し
た
高
齢
者
が
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（
被
爆
検
査
）を
受
け
た
証
明
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
入
所
を
拒
否
さ
れ
た

り
、
福
島
県
民
と
い
う
だ
け
で
旅
館

や
ホ
テ
ル
へ
の
宿
泊
を
拒
否
さ
れ
る

ケ
ー
ス
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
あ
る
市
で
は
、
転
入

し
よ
う
と
し
た
被
災
者
に
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
受
け
た
と
い
う
証
明
を
要

求
し
た
と
い
う
事
例
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
言
動
や
対
応
は
明
ら
か

に
偏
見
で
あ
り
差
別
で
す
。
確
か
に

放
射
線
に
対
し
て
、
大
抵
の
人
は
不

安
感
や
恐
怖
心
を
抱
き
ま
す
。
こ
れ

は
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
の
根

拠
も
な
く
避
難
住
民
を
危
険
視
す
る

の
は
、
あ
ま
り
に
も
過
剰
す
ぎ
る
反

応
で
す
。
福
島
県
で
は
す
で
に
10
万

人
以
上
の
住
民
が
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
受
け
て
お
り
、
健
康
に
影
響
を
受

け
た
人
は
皆
無
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
し
て
や
放
射
線
は
人
か
ら
人

へ
は
感
染
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で

す
。

　

被
災
地
か
ら
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
人
た
ち
は
、
心
身
と
も
に
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
明
日
の
生
活

に
す
ら
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。
そ

こ
へ
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
対

応
は
極
め
て
残
念
で
あ
り
、
悲
し
い

こ
と
で
す
。

　

農
林
産
物
の
買
い
控
え
に
よ
る
風

評
被
害
を
も
含
め
、
今
回
の
ケ
ー
ス

か
ら
、
あ
ら
た
め
て
デ
マ
や
う
わ
さ

の
怖
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

偏
見
や
差
別
を
生
み
出
さ
な
い
た
め

に
も
、
物
事
や
人
を
見
る
と
き
に
は

正
し
い
知
識
と
情
報
を
持
ち
、
常
に

冷
静
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
い
も
の
で
す
。

　

被
災
地
が
復
興
し
、
被
災
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
に

は
、
ま
だ
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま

す
。
被
災
住
民
の
立
場
に
思
い
を
は

せ
、
温
か
く
息
の
長
い
支
援
を
送
ろ

う
。



��

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

に
よ
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
作
り
を

め
ざ
す
た
め
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　

時

　

６
月
24
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

■
場　

所

　

�
町
桜
ヶ
丘
総
合
セ
ン
タ
ー　

２
階

集
会
室

■
対
象
者　

　

町
内
在
住
者（
在
勤
在
学
可
）

■
参
加
費　

　

無
料

■
募
集
人
数　

　

50
人

■
申
込
締
切　

　

６
月
21
日（
火
）

■
申
込
方
法

　

電
話
・
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

メ
ー
ル

※�　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

ほ
け
ん
課

　

F
A
X

　

０
７
４
７-

52-

４
３
１
０

　

e-m
ail　

h
o
k
en
@
to
w
n
.　

　
　
　
　
　

�oyodo.lg.jp

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
の
ご
案
内

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
奈
良
県

支
部
に
よ
る
学
習
会
と
話
し
合
い
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日　

時

　

６
月
８
日（
水
）

　

�

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30

分
■
内　

容

◦
学
習
会

　
『
楽
し
い
脳
ト
レ
体
操
』

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
２
時

◦
話
し
合
い

　

�

日
ご
ろ
の
悩
み
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
ょ
う

　

午
後
２
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

■
場　

所　

　

町
役
場
２
０
２
会
議
室

■
参
加
費　

　

無
料（
申
込
不
要
・
自
由
参
加
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会　

　

奈
良
県
支
部　

　

☎
０
７
４
２-

41-

１
０
２
６

　

町
役
場　

ほ
け
ん
課

家
族
の
会
・
学
習
会
の

ご
案
内

教
科
書
展
示
会
の

開
催
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
か
ら
使
用
さ
れ
る
中

学
校
の
教
科
書
な
ど
を
後
記
の
教
科

書
セ
ン
タ
ー（
分
館
）等
で
展
示
し
ま

す
。

■
展
示
場
所

◦�

吉
野
町
立
吉
野
小
学
校（
吉
野
町

上
市
）

◦�

川
上
村
立
川
上
中
学
校（
川
上
村

人
知
）

◦
下
北
山
村
立
下
北
山
小
学
校（
下

北
山
村
寺
垣
内
）

◦�

十
津
川
村
立
十
津
川
第
一
小
学
校

（
十
津
川
村
小
原
）

◦�

野
迫
川
村
山
村
振
興
セ
ン
タ
ー

（
野
迫
川
村
北
股
）

■
展
示
期
間

　

６
月
17
日（
金
）か
ら

　

７
月
15
日（
金
）

　
�

午
前
９
時
か
ら
学
校
お
よ
び
山
村

振
興
セ
ン
タ
ー
の
終
了
時
刻

※�　

休
み
の
日
は
閲
覧
で
き
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
県
立
教
育
研
究
所（
磯
城

郡
田
原
本
町
秦
庄
）等
に
お
い
て
も

展
示
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会　

学
務
課

水
道
施
設
見
学「
川
の
水
が

水
道
水
に
な
る
ま
で
」

　

水
道
水
が
ど
の
よ
う
に
で
き
る
か

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

昨
年
新
し
く
完
成
し
た
施
設
の
見

学
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
担
当
者
が
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。

■
日　

時

　

６
月
24
日（
金
）　

午
前
10
時
か
ら

■
見
学
内
容

　

�

説
明
～
中
央
監
視
室
～
活
性
炭
注

入
設
備
～
沈
殿
池
～
ろ
過
池
～
浄

水
池
～
送
水
ポ
ン
プ
室
～
排
水
処

理
施
設　
（
約
１
時
間
30
分
）

■
場　

所

　

桜
ヶ
丘
浄
水
場（
町
水
道
部
）

■
対
象
者

　

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
在
勤
の
人

■
募
集
人
数

　

15
人
程
度（
先
着
順
）

■
注
意
事
項

◦�

施
設
見
学
時
の
服
装
は
清
潔
な
も

の
と
し
、
水
処
理
施
設
内
へ
持
ち

物
の
落
下
等
が
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

◦�

浄
水
場
内
に
は
危
険
な
箇
所
が
あ

り
ま
す
の
で
、
水
処
理
施
設
内
へ

の
転
落
な
ど
事
故
の
な
い
よ
う
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�
暴
風
雨
等
、
当
日
の
天
候
に
よ
り

施
設
見
学
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
申
込
み

　

�

町
水
道
部
給
水
課
浄
水
係
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
氏

名
、年
齢
、住
所
、連
絡
先
、人
数
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
水
道
部　

給
水
課
浄
水
係　
　

　

☎
０
７
４
７-

52-

０
１
３
７

６月１日から６月７日までは水道週間です
　この水道週間は、厚生労働省、都道府県をはじめ各市
町村の水道事業体等によって実施されるさまざまな広報
活動等の運動を通して、水道についてさらに国民の理解
と関心を高め、公衆衛生の向上と生活環境の改善を図る
とともに、水道事業のさらなる発展に資することを目的
として毎年実施され、今年で第 53回を迎えます。

蛇口から　あふれるぼくらの　夢・未来
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町 役 場
0747−52−5501

0747−52−5502

大 淀 病 院 0747−52−8801

水 道 部 0747−52−0137

大 淀 消 防 署 0747−52−1199

教 育 委 員 会 0747−52−1522

町 中 央 公 民 館 0747−52−1524

保 健 セ ン タ ー 0747−52−9403

児 童 セ ン タ ー 0747−52−8319

桜ヶ丘総合センター 0747−52−5402

旭ヶ丘総合センター 0746−32−5189

杉本記念文化センター 0746−32−2489

平 畑 体 育 館 0747−52−6234

南和広域美化センター 0747−52−3253

一般廃棄物処理施設（西ヶ峰） 0747−52−8419

文 化 会 館 0747−54−2110

図 書 館 0747−54−2120

町 社会福祉協議会 0747−52−1941

町包括支援センター 0747−52−7760

中 吉 野 警 察 署 0747−53−0110

吉野路大淀ｉセンター 0747−54−5361

健康づくりセンター 0746−34−5501

シルバー人材センター 0747−54−5522

ふれあい活動センター 0747−54−5533

パ ー ク ゴ ル フ 場 0745−67−0543

善意銀行だより善意銀行だより
　今回、次の方々から善意が寄せられま
した。

□亡母供養として　金�100,000円
　田中　義信（上比曽）
□亡妻供養として　金�10,000円
　井上　義政（新町二丁目）
□社会福祉へ　車イス２台
　吉村　英雄（口桧垣本）

　ありがとうございました。有意義に使わ
せていただきます。

　��町社会福祉協議会

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

平
成
23
年
８
月
の
入
居
と
な
る
町

営
住
宅
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
住
居

　

比
曽
第
一
町
営
住
宅（
１
戸
）

　

下
渕
北
町
町
営
住
宅（
１
戸
）

■
受
付
期
間

　

６
月
20
日（
月
）か
ら
27
日(

月)
　

午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
15
分

※　

土
・
日
曜
日
を
除
く

■
受
付
場
所

　

町
役
場　

人
権
施
策
推
進
室

■
必
要
書
類
と
担
当
課

◎
入
居
申
込
書

　

→　

人
権
施
策
推
進
室

◎
入
居
家
族
全
員
分
の
住
民
票

　

→　

人
権
住
民
課

◎
入
居
家
族
全
員
分
の
課
税
証
明
書

と
納
税
証
明
書

　

→　

税
務
課

※�　

印
鑑
お
よ
び
運
転
免
許
証
な
ど

の
顔
写
真
付
き
証
明
書
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
提
出
書
類
に
虚
偽
の
記
載
が

発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
入
居
取
消
ま

た
は
立
退
き
執
行
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

　

�

平
成
22
年
12
月
19
日
以
前
か
ら
本

町
に
て
在
住
、
ま
た
は
勤
務
さ
れ

て
い
る
人

※�　

そ
の
他
、
応
募
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
人
権
施
策
推

進
室
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

人
権
施
策
推
進
室

■
受
験
資
格

　

�

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
申
込
受
付
期
間

　

�

平
成
23
年
６
月
21
日（
火
）か
ら
６

月
28
日（
火
）

■
第
１
次
試
験
日

　

９
月
４
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�

大
阪
国
税
局
人
事
第
二
試
験
係

　

☎
０
６-

６
９
４
１-

５
３
３
１

　

吉
野
税
務
署　

総
務
課

　

☎
０
７
４
６-

32-

３
３
８
５

平
成
�3
年
度
国
家
公
務
員
Ⅲ
種（
税

務
職
員
）採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　人権を尊重することの重要性を考えることを目的に開催
します。ぜひ参加してください。
■日　時　７月９日（土）
　　　　　受付　午前９時　　
　　　　　開会　午前９時30分
■場　所　町文化会館　あらかしホール
■内　容　映画上映『手紙』
■問い合わせ先　町役場　人権施策推進室

差別をなくす町民集会

　人や命の大切さを伝える作品を応募してください。
　詳しくは、広報紙折り込みチラシを
ご覧ください。
■問い合わせ先　
　町役場　人権施策推進室

平成23年度　人権の大切さを伝える

作文・ポスター・標語を募集
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1
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日

発
行

大淀町民憲章（平成3年11月1日制定）
わたくしたちは、吉野の、川と緑の恵み
を守り、豊かな文化と活力ある南和の中
核都市をめざし、この憲章を制定します。

１．�わたくしたちは、緑と水と心のきれ
いな町をつくります。

１．�わたくしたちは、互いに人権を尊び、
共に生きるあたたかい町をつくります。

１．�わたくしたちは、すぐれた郷土を愛
し、文化と教養の香りたかい町をつ
くります。

１．�わたくしたちは、スポーツに親しみ、
健康で仕事に励む活気ある町をつく
ります。

１．�わたくしたちは、老人を敬い、子ど
もの夢を育て、生きがいのある町を
つくります。

この広報紙は、再生紙を使用しています。

広告は、町の新たな財源の創出を図るために掲載しています。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

このコーナーの「すまいる」の写真を
お待ちしています。申し込みは、町
役場総務課まで。

　のうごき
平成23年₄月30日現在

●人　口� 19,774人（−11）
　　男� 9,484人（− 3）
　　女� 10,290人（− 8）
●世帯数� 7,594　（＋ 3）
����　（　）内は前月との比較

笹
ささやぶ
薮　美

み き
希ちゃん

（平成18年10月11日生まれ）

笹
ささやぶ
薮　美

み ほ
帆ちゃん

（平成22年３月30日生まれ）

（南大和）

両親からのコメント

姉妹仲良くね！

広告

広告

広告


